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(57)【要約】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き
挿入物であって、挿入物の上におよび／またはその中に
マイクロカプセル封入された匂い付き材料を有する基材
、および匂いに対して実質的に不透過性であるコーティ
ングであって、匂い付き材料からの匂いの放出を実質的
に妨げるコーティング、および挿入物用キャリアの同種
の突起または窪みと噛み合うための少なくとも１つの戻
り止めの、一方または両方を含む、匂い付き挿入物。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であって、
　基材であって、前記基材の上におよび／または前記基材の中にマイクロカプセル封入さ
れた匂い付き材料を有する基材、
　前記基材上の匂いに対して実質的に不透過性であるコーティング、および
　前記匂い付き挿入物用のキャリア中で前記挿入物の方向を合わせるように操作可能な少
なくとも１つの戻り止め、を含み、
　前記コーティングが、前記匂い付き材料からの匂いの放出を実質的に妨げる、匂い付き
挿入物。
【請求項２】
　使用の際、前記挿入物は、前記コーティングが前記匂い付き材料からの前記匂いの放出
を実質的に妨げる不活性状態から、前記コーティングが無傷ではなく、前記匂い付き材料
から前記匂いが放出される活性状態に変化し得る、請求項１記載の匂い付き挿入物。
【請求項３】
　使用の際、前記コーティングが摩滅し、前記匂い付き材料から匂いが放出される、請求
項１または２に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４】
　前記匂い付き材料が、前記基材の表面の少なくとも一部に被覆されている、請求項１な
いし３のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項５】
　前記匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの少なくとも１種を
含む、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項６】
　前記コーティングが、高分子材料を含む、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の匂
い付き挿入物。
【請求項７】
　前記基材が、多孔質材料を含む、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の匂い付き挿
入物。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中における前記挿入物の動きを抑制す
る、請求項１ないし７のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記挿入物の周辺部から伸びている、請求項１ない
し８のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中に配置されたとき、前記挿入物の回
転運動を抑制する、請求項１ないし９のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項１１】
　前記挿入物が、ディスクの形態にある、請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の匂
い付き挿入物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの戻り止めが、前記ディスクの周辺部から半径方向に伸びている、請求
項１１に記載の匂い付き挿入物。
【請求項１３】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であって、
　基材であって、前記基材の上におよび／または前記基材の中に、マイクロカプセル封入
された匂い付き材料を有する基材、
　前記基材上の匂いに対して実質的に不透過性であるコーティング、および
　前記匂い付き挿入物用のキャリア中で前記挿入物の方向を合わせるように操作可能な少
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なくとも１つの戻り止め、を含み、かつ
　前記匂い付き材料が、前記挿入物が不活性状態にあるとき、動物にとって望ましい匂い
を実質的に放出せず、前記挿入物が活性状態にあるとき、前記動物にとって望ましい匂い
を放出する、匂い付き挿入物。
【請求項１４】
　使用の際、前記匂い付き挿入物が、前記コーティングを摩滅することにより活性化され
て、前記マイクロカプセル封入された匂い付き材料から匂いを放出する、請求項１３に記
載の匂い付き挿入物。
【請求項１５】
　前記匂い付き材料が、前記基材の表面の少なくとも一部に被覆されている、請求項１３
または１４に記載の匂い付き挿入物。
【請求項１６】
　前記匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの少なくとも１種を
含む、請求項１３ないし１５のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項１７】
　前記コーティング、が高分子材料を含む、請求項１３ないし１６のいずれか一項に記載
の匂い付き挿入物。
【請求項１８】
　前記基材が、多孔質材料を含む、請求項１３ないし１７のいずれか一項に記載の匂い付
き挿入物。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中における前記挿入物の動きを抑制す
る、請求項１３ないし１８のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記挿入物の周辺部から伸びている、請求項１３な
いし１９のいずれか１項記載の匂い付き挿入物。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中に配置されたとき、前記挿入物の回
転運動を抑制する、請求項１３ないし２０のいずれか１項記載の匂い付き挿入物。
【請求項２２】
　前記挿入物が、ディスクの形態にある、請求項１３ないし２１のいずれか１項記載の匂
い付き挿入物。
【請求項２３】
　少なくとも１つの戻り止めが、前記ディスクの周辺部から半径方向に伸びている、請求
項２２に記載の匂い付き挿入物。
【請求項２４】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であって、
　基材であって、前記基材の上におよび／または前記基材の中に、マイクロカプセル封入
された匂い付き材料を有する基材、および
　前記挿入物用キャリアの同種の突起または窪みと噛み合うための少なくとも１つの戻り
止め、を含む、匂い付き挿入物。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中で前記挿入物の方向を合わせるよう
に操作可能である、請求項２４記載の匂い付き挿入物。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記挿入物の周辺部から伸びている、請求項２４ま
たは２５に記載の匂い付き挿入物。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中で前記挿入物の動きを抑制する、請
求項２４ないし２６のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
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【請求項２８】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中で前記挿入物の回転運動を抑制する
、請求項２４ないし２７のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項２９】
　前記挿入物が、ディスクの形態にある、請求項２４ないし２８のいずれか一項に記載の
匂い付き挿入物。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記ディスクの周辺部から半径方向に伸びている、
請求項２９に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３１】
　前記基材上の匂いに対して実質的に不透過性のコーティングをさらに含む、請求項２４
ないし３０のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３２】
　前記コーティングが、高分子材料を含む、請求項３１に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３３】
　使用の際、前記コーティングが摩滅されて、前記マイクロカプセル封入された匂い付き
材料が放出される、請求項３１ないし３２のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３４】
　前記マイクロカプセル封入された匂いが、前記基材の表面の少なくとも一部に被覆され
ている、請求項２４ないし３３のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３５】
　前記匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの少なくとも１種を
含む、請求項２４ないし３４のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３６】
　前記基材が、多孔質材料を含む、請求項２４ないし３４のいずれか一項に記載の匂い付
き挿入物。
【請求項３７】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であって、
　基材であって、前記基材の上におよび／または前記基材の中に、マイクロカプセル封入
された匂い付き材料を有する基材、
　匂いに対して実質的に不透過性であるコーティング、および
　前記匂い付き挿入物用のキャリア中で前記挿入物の方向を合わせるように操作可能な少
なくとも１つの戻り止め、を含み、かつ
　前記コーティングが、前記匂い付き材料からの匂いの放出を実質的に妨げる、匂い付き
挿入物。
【請求項３８】
　使用の際、前記挿入物が、前記匂い付き材料からの前記匂いの放出を前記コーティング
が実質的に妨げる不活性状態から、前記コーティングが無傷ではなく、前記匂いが前記匂
い付き材料から放出される活性状態に変化し得る、請求項３７に記載の匂い付き挿入物。
【請求項３９】
　使用の際、前記コーティングが摩滅し、前記匂い付き材料から匂いを放出する、請求項
３７または３８に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４０】
　前記匂い付き材料が、前記基材の表面の少なくとも一部に被覆されている、請求項３７
ないし３９のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４１】
　前記匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの少なくとも１種を
含む、請求項３７ないし４０のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４２】
　前記コーティングが、高分子材料を含む、請求項３７ないし４１のいずれか一項に記載
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の匂い付き挿入物。
【請求項４３】
　前記匂い付き材料がマイクロカプセル中に封入され、個々のマイクロカプセルがシェル
を含み、前記コーティングが前記シェルである、請求項３７ないし４２のいずれか一項に
記載の匂い付き挿入物。
【請求項４４】
　前記基材が、多孔質材料を含む、請求項３７ないし４３のいずれか一項に記載の匂い付
き挿入物。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中の前記挿入物の運動を抑制する、請
求項３７ないし４４のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記挿入物の周辺部から伸びている、請求項３７な
いし４５のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中に配置されたとき、前記挿入物の回
転運動を抑制する、請求項３７ないし４６のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項４８】
　前記挿入物が、ディスクの形態にある、請求項３７ないし４７のいずれか一項に記載の
匂い付き挿入物。
【請求項４９】
　少なくとも１つの戻り止めが、前記ディスクの周辺部から半径方向に伸びている、請求
項４８に記載の匂い付き挿入物。
【請求項５０】
　動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であって、
　基材であって、前記基材の上および／または前記基材の中に、マイクロカプセル封入さ
れた匂い付き材料を有する基材、
　匂いに対して実質的に不透過性のコーティング、および
　前記匂い付き挿入物用のキャリア中で前記挿入物の方向を合わせるように操作可能な少
なくとも１つの戻り止めを含み、かつ
　前記挿入物が不活性状態にあるとき、前記匂い付き材料が動物にとって望ましい匂いを
実質的に放出せず、前記挿入物が活性状態にあるとき、前記動物にとって望ましい匂いを
放出する、匂い付き挿入物。
【請求項５１】
　使用の際、前記匂い付き挿入物が前記コーティングを摩滅することにより活性化されて
、前記マイクロカプセル封入された匂い付き材料から匂いを放出する、請求項５０に記載
の匂い付き挿入物。
【請求項５２】
　前記匂い付き材料が、前記基材の表面の少なくとも一部に被覆されている、請求項５０
または５１記載の匂い付き挿入物。
【請求項５３】
　前記匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの少なくとも１種を
含む、請求項５０ないし５２のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項５４】
　前記コーティングが、高分子材料を含む、請求項５０ないし５３のいずれか一項に記載
の匂い付き挿入物。
【請求項５５】
　前記匂い付き材料がマイクロカプセル中に封入され、個々のマイクロカプセルがシェル
を含み、前記コーティングがシェルである、請求項５０ないし５４のいずれか一項に記載
の匂い付き挿入物。
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【請求項５６】
　前記基材が、多孔質材料を含む、請求項５０ないし５５のいずれか一項に記載の匂い付
き挿入物。
【請求項５７】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中の前記挿入物の動きを抑制する、請
求項５０ないし５６のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項５８】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記挿入物の周辺部から伸びている、請求項５０な
いし５７のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項５９】
　前記少なくとも１つの戻り止めが、前記キャリア中に配置されたとき、前記挿入物の回
転運動を抑制する、請求項５０ないし５８のいずれか一項に記載の匂い付き挿入物。
【請求項６０】
　前記挿入物が、ディスクの形態にある、請求項５０ないし５９のいずれか一項に記載の
匂い付き挿入物。
【請求項６１】
　少なくとも１つの戻り止めが、前記ディスクの周辺部から半径方向に伸びている、請求
項６０に記載の匂い付き挿入物。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本願は、その内容全文を参照により本明細書に含まれる、「匂い付き挿入物」と題する
２０１５年３月６日に提出されたオーストラリア仮特許出願第2015900805号の優先権を主
張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、動物に関する匂いに基づく活動に使用する装置および機構に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの動物、例えば犬は、鋭い嗅覚を持っている。例えば、犬は、行方不明者または怪
我人の探索および救助、麻薬および薬物検出等を包含する、様々な形態の匂いに基づく検
出作業を行うのに使用されている。匂いは、目的物または人間に向けて犬を引き付ける、
または特定の挙動に対して犬に褒美を与えるための、犬の訓練計画の一部としても使用さ
れる。匂いに基づく犬の訓練装置および玩具は公知である。例えば、米国特許第6,531,14
5号には、匂いを使って狩猟する犬の訓練用に、匂いを都合よく放出するシリカゲルビー
ズが開示されている。犬にとってより魅力的なものにする匂い成分を製品中に含む、噛む
玩具が開示されている。例えば、米国特許第4,513,014号および第3,871,334号には、合成
成形された噛む玩具に、その噛む玩具が成形される前または後に、香味添加剤が添加され
ることが開示されている。
【０００４】
　犬により発せられる特定の静めるフェロモンを複製する合成組成物を包含する、犬を落
ち着かせるフェロモンも、犬および他の動物種における特定の挙動に対処するのに使用さ
れている。例えば、フェロモンは、動物を寝かせる際に使用され、動物を睡眠時に落ち着
かせることができる。
【０００５】
　さらに、多くの野生動物は、人間の匂いを危険または忌避と関連させるので、野生生物
と関わろうとする人々に、彼らの人間匂いを、より強力な、動物に対して中立または動物
に魅力的な匂いで隠すのが望ましいことが多い。
【０００６】
　多くの公知の匂いに基づく訓練補助具、玩具および装置の問題は、匂いが再生可能では
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なく、その結果、補助具、玩具または装置の匂いに基づく特徴は、寿命が限られているこ
とである。その様な訓練補助具、玩具または装置の交換可能な匂いが必要とされている。
あるいは、またはそれに加えて、匂いが放出されるとき、使用者が制御できるような訓練
補助具、玩具または装置用の匂いが必要とされている。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示は、動物用の匂いが交換可能な匂い付き訓練補助具、玩具および装置に関する研
究に起因する。
【０００８】
　第一の態様により、動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿入物であっ
て、基材であって、基材の上におよび／または基材の中にマイクロカプセル封入された匂
い材料を有する基材、基材上にある匂いに対して実質的に不透過性であるコーティング、
および匂い付き挿入物用のキャリア中で挿入物の方向を合わせるように操作可能な少なく
とも１つの戻り止めを含み、かつコーティングが、匂い付き材料からの匂いの放出を実質
的に妨げる、匂い付き挿入物を提供する。
【０００９】
　第一態様の特定の実施態様では、使用の際、挿入物が、匂い付き材料からの匂いの放出
をコーティングが実質的に妨げる不活性状態から、コーティングが無傷ではなく、匂い付
き材料から匂いが放出される活性状態に変化し得る。例えば、コーティングが摩滅するか
、または貫通し、挿入物を活性化させ、マイクロカプセル封入された匂い付き材料から匂
いを放出することができる。
【００１０】
　上記の様に、第二態様により、動物訓練補助具、玩具または装置に使用する匂い付き挿
入物であって、基材であって、基材の上におよび／または基材の中にマイクロカプセル封
入された匂い付き材料を有する基材、基材上にある、匂いに対して実質的に不透過性であ
るコーティング、および匂い付き挿入物用のキャリア中で挿入物の方向を合わせるように
操作可能な少なくとも１つの戻り止めを含み、かつ匂い付き材料は、挿入物が不活性状態
にあるとき、動物にとって望ましい匂いを実質的に放出せず、挿入物が活性状態にあると
き、動物にとって望ましい匂いを放出する、匂い付き挿入物を提供する。
【００１１】
　第二態様の特定の実施態様では、使用の際、コーティングを摩滅することにより、匂い
付き挿入物が不活性状態から活性状態に変化し、マイクロカプセル封入された匂い付き材
料から匂いを放出する。
【００１２】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、マイクロカプセル封入された匂い付き材料
が、基材の表面の少なくとも一部に被覆されている。
【００１３】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、匂い付き材料が、フェロモン、肉、卵、乳
製品、野菜または果実匂いの少なくとも１種を含む。
【００１４】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、匂いに対して実質的に不透過性のコーティ
ングが高分子材料を含む。
【００１５】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、基材が多孔質材料を含む。
【００１６】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、少なくとも１つの戻り止めが、キャリア中
における挿入物の動きを抑制する。抑制される運動は、キャリア中における挿入物の回転
であってもよい。
【００１７】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、挿入物が、薄い形態のファクターを有する
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。例えば、挿入物は、ディスクの形態にあってもよい。
【００１８】
　第一および第二態様の特定の実施態様では、少なくとも１つの戻り止めが、挿入物の周
辺部から伸びている。少なくとも１つの戻り止めは、キャリア中に配置されたときに、デ
ィスクの軸を中心にしたディスクの回転運動を実質的に抑制できる。
【００１９】
　挿入物がディスクの形態にある、第一および第二態様の特定の実施態様では、少なくと
も１つの戻り止めが、ディスクの周辺部から半径方向で伸びている。
【００２０】
　第三態様により、動物訓練補助具、玩具または装置で使用する匂い付き挿入物であって
、基材であって、基材の上または基材の中に、マイクロカプセル封入された匂い付き材料
を有する基材、および挿入物用キャリアの同種の突起または窪みと噛み合うための少なく
とも１つの戻り止めを含む、挿入物を提供する。
【００２１】
　第三態様の特定の実施態様では、少なくとも１個の戻り止めが、キャリア中で挿入物の
方向を合わせるように操作可能である。第三態様の特定の実施態様では、少なくとも１つ
の戻り止めが、挿入物の周辺部から伸びている。第三態様の特定の実施態様では、少なく
とも１つの戻り止めが、キャリア中で挿入物の動きを抑制する。例えば、少なくとも１つ
の戻り止めは、キャリア中で挿入物の回転運動を抑制できる。
【００２２】
　第三態様の特定の実施態様では、挿入物が薄い形態のファクターを有する。例えば、挿
入物は、ディスクの形態でよい。これらの実施態様では、少なくとも１つの戻り止めは、
ディスクの周辺部から半径方向に伸びていることができる。これらの実施態様では、少な
くとも１つの戻り止めは、ディスクがキャリア中に配置されたときに、ディスクの軸を中
心にしたディスクの回転運動を抑制できる。
【００２３】
　第三態様の特定の実施態様では、匂い付き挿入物が、匂いに対して実質的に不透過性の
コーティングを基材上にさらに含む。
【００２４】
　第三態様の特定の実施態様では、コーティングが高分子材料を含む。
【００２５】
　第三態様の特定の実施態様では、マイクロカプセル封入された匂いが、基材の表面の少
なくとも一部に被覆されている。
【００２６】
　第三態様の特定の実施態様では、使用の際、コーティングを摩滅することにより、匂い
付き挿入物が不活性状態から活性状態に変化し、マイクロカプセル封入された匂い付き材
料から匂いを放出する。
【００２７】
　第三態様の特定の実施態様では、匂いが、フェロモン、肉、卵、乳製品、野菜または果
実匂いの少なくとも１種を含む。
【００２８】
　第三態様の特定の実施態様では、基材が多孔質材料を含む。
【００２９】
　第四態様により、動物訓練補助具、玩具または装置で使用する匂い付き挿入物であって
、基材であって、基材の上または基材の中に、マイクロカプセル封入された匂い付き材料
を有する基材、匂いに対して実質的に不透過性のコーティング、および匂い付き挿入物用
のキャリア中で挿入物の方向を合わせるよう操作可能な少なくとも１つの戻り止めを含み
、かつコーティングが、匂い付き材料から匂いの放出を実質的に妨げる、匂い付き挿入物
を提供する。
【００３０】
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　第四態様の特定の実施態様では、使用の際、挿入物が、匂い付き材料からの匂いの放出
をコーティングが実質的に妨げる不活性状態から、コーティングが無傷ではなく、匂いが
匂い付き材料から放出される活性状態に変化し得る。例えば、コーティングが摩滅または
貫通して挿入物を活性化し、マイクロカプセル封入された匂い付き材料から匂いを放出す
る。
【００３１】
　上記のように、第五態様により、動物訓練補助具、玩具または装置で使用するための匂
い付き挿入物であって、基材であって、基材の上または基材の中に、マイクロカプセル封
入された匂い付き材料を有する基材、匂いに対して実質的に不透過性のコーティング、お
よび匂い付き挿入物用のキャリア中で挿入物の方向を合わせるよう操作可能な少なくとも
１つの戻り止めを含み、かつ挿入物が不活性状態にあるとき、匂い付き材料が、動物にと
って望ましい匂いを実質的に放出せず、挿入物が活性状態にあるとき、動物にとって望ま
しい匂いを放出する、匂い付き挿入物を提供する。
【００３２】
　第五態様の特定の実施態様では、使用の際、コーティングを摩滅することにより、匂い
付き挿入物が不活性状態から活性状態に変化し、マイクロカプセル封入された匂い付き材
料から匂いを放出する。
【００３３】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、マイクロカプセル封入された匂い付き材料
が、基材表面の少なくとも一部に被覆されている。
【００３４】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、匂い付き材料が、フェロモン、肉、卵、乳
製品、野菜または果実匂いの少なくとも１種を含む。
【００３５】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、匂いに対して実質的に不透過性であるコー
ティングが高分子材料を含む。
【００３６】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、匂い付き材料がマイクロカプセル中に封入
され、個々のマイクロカプセルがシェルを含み、匂いに対して実質的に不透過性であるコ
ーティングがシェルである。
【００３７】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、基材が多孔質材料を含む。
【００３８】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、少なくとも１つの戻り止めが、キャリア中
の挿入物の動きを抑制する。抑制される動きは、キャリア中の挿入物の回転であってもよ
い。
【００３９】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、挿入物が薄い形態のファクターを有する。
例えば挿入物は、ディスクの形態でよい。
【００４０】
　第四および第五態様の特定の実施態様では、少なくとも１つの戻り止めが、挿入物の周
辺部から伸びている。少なくとも１つの戻り止めは、キャリア中に配置されたときに、デ
ィスクの軸を中心にしたディスクの回転運動を実質的に抑制できる。
【００４１】
　挿入物がディスクの形態にある第四および第五態様の特定の実施態様では、少なくとも
１つの戻り止めが、ディスクの周辺部から半径方向に伸びている。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
　本開示の実施態様を、添付の図面を参照しながら述べる。
【００４３】
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　図１は、本開示の実施態様による匂い付き挿入物の平面図である。
【００４４】
　図２は、本開示の実施態様による匂い付き挿入物の透視図である。
【００４５】
　図３は、本開示の実施態様による匂い付き材料を示す、匂い付き挿入物の平面図である
。
【００４６】
　図４は、本開示の実施態様による匂い付き材料を示す、匂い付き挿入物の図の末端図で
ある。
【００４７】
　図５は、本開示の実施態様による匂い付き挿入物用のキャリアの平面図である。
【００４８】
　図６は、本開示の実施態様による匂い付き挿入物用のキャリアの透視図である。
【００４９】
　図７は、本開示の実施態様による動物訓練補助具、玩具または装置、キャリアおよび匂
い付き挿入物の分解組立図である。
【００５０】
　下記の説明では、図面全体を通して、同様の参照特徴は、同様の、または対応する部品
を指定する。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　図１～７は、動物訓練補助具、玩具または装置用の匂い付き挿入物１０の実施態様を示
す。
【００５２】
　動物訓練補助具、玩具または装置用の匂い付き挿入物１０は、匂いに基づく動物の活動
に使用するのに好適である。例えば、匂い付き挿入物１０は、本出願人により製造され、
オーストラリア仮特許出願第2014900641号に記載されている動物訓練補助具、玩具または
装置に使用できる。
【００５３】
　匂い付き挿入物１０は、基材１８を含む本体１１、マイクロカプセル封入された匂い付
き材料２０、基材上の匂いに対して実質的に不透過性のコーティング２２、および匂い付
き挿入物用のキャリア中に挿入物の方向を合わせるように操作可能な、少なくとも１つの
戻り止め１２を有する。特定の実施態様では、コーティング２２は、基材１８およびマイ
クロカプセル封入された匂い付き材料２０を被覆する追加層である。別の実施態様では、
コーティング２２は、匂い付き材料を含む個々のマイクロカプセルを取り囲むシェルであ
る。不活性状態では、コーティング２２は、匂い付き材料の放出を実質的に妨げる。匂い
付き挿入物１０は、コーティング２２を摩滅し、マイクロカプセル封入された匂い付き材
料２０を露出させることにより活性化され、マイクロカプセルを壊し、匂い付き材料２０
から中に入っている匂いを放出する。匂い付き挿入物１０を、コーティング２２が、匂い
付き材料から匂いが放出されるのを実質的に妨げる不活性状態から、コーティングが無傷
ではなく、匂い付き材料から匂いが放出される活性化された状態に変えるための他の方法
および手段も使用できる。好適な方法および手段には、コーティング２２に穴をあけるこ
と、コーティング２２またはその一部を溶解させること、コーティング２２またはその一
部を物理的に除去すること、穴、スリットまたは星形開口部を強制的に開けること等が挙
げられる。
【００５４】
　ここで、用語「匂い付き材料の放出を実質的に妨げる」、または類似の用語は、コーテ
ィング２２がまだ無傷であるときに、動物訓練補助具、玩具または装置の中に、新しい匂
い付き挿入物を挿入する使用者の手を、匂い付き材料２０が、明らかに汚染しないことを
意味する。あるいは、またはそれに加えて、用語「匂い付き材料の放出を実質的に妨げる
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」、または類似の用語は、コーティング２２がまだ無傷であるときには、匂いが人間に実
質的に感知されないことを意味する。コーティング２２がまだ無傷であるとき、匂いは犬
に感知されないことがあるか、またはかすかに感知されることがある。従って、コーティ
ング２２がまだ無傷であるとき、匂い付き挿入物１０を取り巻く空気中の匂いの濃度は、
人間に対する匂い閾値（ＯＴＶ）未満またはそのあたりである。例えば、焼いた七面鳥、
生の鶏、ボイルされたまたは焼いた牛肉および豚レバー中にみられる２－アセチルチアゾ
―ルのＯＴＶは、１０億分の４部（ｐｐｂ）であるので、２－アセチルチアゾ―ルの濃度
は、コーティング２２が無傷であるとき、４ｐｐｂ未満であるべきである。鶏脂肪、調理
された牛肉および羊肉、燻製にされた豚肉および豚肉および牛肉脂肪中にみられる２,２,
３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イルアセトアルデヒドのＯＴＶは８．６～
４１ｐｐｂであるので、２,２,３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イルアセト
アルデヒドの濃度は、コーティング２２が無傷であるとき、８．６ｐｐｂ未満であるべき
である。匂い付き材料およびそれらの個々のＯＴＶのさらなる例は、当業者は、標準的な
教科書、例えばFenaroli's Handbook of Flavor Ingredients, Sixth Edition、George A
. Burdock著、CRC Press, 2010出版を参照することにより、容易に確認することができる
。
【００５５】
　例示する実施態様では、匂い付き挿入物１０は、平面図で全体的に円形であるディスク
である。匂い付き挿入物１０は、他の全ての好適な形状、例えば多面体、ピラミッド、球
、楕円形、錐体または円筒形であってもよい。しかし、貯蔵および輸送上の理由から、匂
い付き挿入物２２は、好ましくは例えばディスクのような薄い形態のファクターを有する
。ディスクは、平面図でどのような好適な形状、例えば正方形、長方形、三角形等でもよ
い。これらの場合、以下により詳細に説明するように、ディスクのどの角部でも戻り止め
と同じ機能を果たすので、匂い付き挿入物１０は、ディスクの周辺部から外側または内側
に伸びる特別に形成した戻り止めを必要としない。
【００５６】
　匂い付き挿入物１０は、複数の、ディスクの周辺部から半径方向に伸びる外側戻り止め
１２および内側戻り止め１４を有する。一連の戻り止めを示してあるが、匂い付き挿入物
１０は、ただ１つの戻り止めまたは２つ以上の戻り止めを有することも意図している。実
施態様では、少なくとも１つの戻り止めが、匂い付き挿入物１０の外側部分から伸びてい
る。実施態様では、少なくとも１つの戻り止めは、匂い付き挿入物１０の中に、窪みまた
は開口部を含む。
【００５７】
　図５、６および７に示すように、戻り止め１２、１４は、キャリア３０の内側キャビテ
ィ３１中で匂い付き挿入物１０の方向を合わせるよう操作可能である。戻り止めは、キャ
リア３０の同種の窪み３４および同種の突起３２に位置する。外側戻り止め１２は窪み３
４の中に位置し、突起３２は、内側戻り止め１４の中に位置する。匂い付き挿入物１０の
戻り止め１２、１４と、キャリア３０の同種の部分３４、３２との噛み合わせにより、キ
ャリア中における、匂い付き挿入物１０の動き、例えばキャリア中に配置したとき、ディ
スクの軸を中心としたディスクの回転運動が抑制される。このようにして、匂い付き挿入
物１０は、キャリア３０に対して回転することができない。別の実施態様では、挿入物１
０の少なくとも１つの戻り止めおよびキャリア３０の少なくとも１つの同種の部分が、他
の形態の動き、例えば平行移動を抑制する。
【００５８】
　示される実施態様では、匂い付き挿入物１０の、外側戻り止め１２間の直径が４４ミリ
メートル（ｍｍ）であり、内側戻り止め１４間の直径が３８ｍｍである。しかし、匂い付
き挿入物１０は、直径が５ｍｍ～８０ｍｍでもよく、直径が８０ｍｍを超えてもよく、ま
たは他の好適な直径を有してもよい。示される実施態様では、匂い付き挿入物１０は、直
径１２ｍｍの開口部１６を有する。別の実施態様では、開口部１６は、直径１ｍｍ～７０
ｍｍである。他の実施態様では、開口部１６が存在しない。示される実施態様では、匂い
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付き挿入物１０は、２ｍｍの厚みを有する。別の実施態様では、匂い付き挿入物１０の厚
みが０．１ｍｍ～８０ｍｍ、または８０ｍｍを超える。上記のサイズ範囲は、匂い付き挿
入物１０の示される実施態様に適用され、匂い付き挿入物１０が異なった形状を有する実
施態様では、匂い付き挿入物１０のサイズを制限することを意図しない。
【００５９】
　匂い付き挿入物１０の本体は、実質的に多孔質または非多孔質の基材のいずれでもよい
。すなわち、本体は、少なくとも１種の多孔質基材および少なくとも１種の非多孔質基材
のいずれか一方または両方を含んでいてもよい。実施態様では、基材は、例えば紙、厚紙
、カード、木、スポンジ、石、セラミックス、ゼオライト、多孔質プラスチック、フォー
ム、例えば繊維マットのような繊維状有機または無機材料等の少なくとも１種の多孔質材
料、または他の好適な多孔質材料を含む。再生利用した、生物分解性のカードストックは
、この目的に特に好適な多孔質材料である。他の実施態様では、基材は、少なくとも１種
の実質的に非多孔質材料、例えばプラスチック、ポリエチレン、ポリエステル、スチレン
、スタティッククリング(static cling)、被覆した繊維ボード、ポリボード、ホイル、ビ
ニルまたは合成紙を含む。実施態様では、基材は、多層を有するか、または積層されてい
る。従って、基材１４は、強度および耐久性を増加することができる２つの紙層間に挟ま
れたプラスチック層を含んでもよい。
【００６０】
　マイクロカプセル封入された匂い付き材料２０は、動物にとって魅力的である匂いを与
えるか、または動物にとって魅力的ではない別の匂い（例えば人間の匂い）を中和する物
質である。従って、材料２０は、ガス、液体、ゲル、固体を含むか、またはガス、液体、
ゲルを含浸させた多孔質固体を含むことができる。匂い付き材料２０は、一般的にオイル
であるが、他の形態も使用できる。材料２０は、少なくとも１種の活性構成成分または匂
いを含む。匂いは、天然または合成の食品香味、食品芳香剤、フェロモン、腺の分泌液、
腺の材料、尿、尿に由来する匂い等であってもよい。実施態様では、匂いは、フェロモン
、肉、卵、乳製品、野菜または果実の匂いの一種以上であってもよい。犬には、鶏、牛肉
、ベーコン、ハムまたはサーモン匂いを使用できる。これらの匂いは、Taste Master Pty
 Ltd (南オーストラリア、オーストラリア)、Allsense (ニューサウスウェールズ、オー
ストラリア)またはDoc's Products （オハイオ、ＵＳＡ）の様な供給者から市販されてい
る。実施態様では、匂いに加えて、匂い付き材料２０が、安定剤、希釈剤、賦形剤および
放出速度遅延剤または促進剤の一種以上をさらに含む。
【００６１】
　安定剤は、芳香剤ための懸濁剤として使用されることが多い。使用できる安定剤の非限
定的な例は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリ
アクリル酸（ＰＡＡ）、デンプン、ゼラチン、フタル酸ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ース（ＨＰＭＣＰ）等を含むが、これらに限定されるものではない。
【００６２】
　希釈剤は、より強力な芳香剤を希釈するのに、または芳香剤の蒸気圧および蒸発特性を
調整するために使用されることが多い。使用できる希釈剤の非限定的な例は、脂肪族アル
コール、例えばエチルアルコール、非エタン酸系希釈剤、フタル酸ジエチル、ジプロピレ
ングリコール、安息香酸ベンジル、クエン酸アセチルトリブチル、Hercolyn D、ミリスチ
ン酸イソプロピル等を含むが、これらに限定されるものではない。
【００６３】
　賦形剤は、一般的に、例えば芳香剤のような他の活性物質用のビヒクルまたは媒体とし
て用いる不活性物質である。使用できる賦形剤の非限定的な例は、界面活性剤、乳化剤、
セッケン酸、溶剤、着色剤、防腐剤、酸化防止剤、消泡剤、抗菌剤、再付着防止剤、酵素
、植物または鉱物油、脂肪、蛍光材料、殺菌剤、ヒドロトロープ、保湿剤、香料キャリア
、タンパク質、シリコーン、可溶化剤、糖誘導体、ビタミン、植物抽出物およびワックス
を含むが、これらに限定されるものではない。その様な製品に一般的に使用される賦形剤
は、「International Cosmetic Ingredient Dictionary（国際化粧品成分辞典）」Cosmet
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ic, Toiletry & Fragrance Association, Inc. Washington, 1995に記載されている。
【００６４】
　使用できる放出速度促進剤の非限定的な例は、ジヒドロキシプロピル第四級アンモニウ
ム塩、高精製および脱臭した灯油、プロピレングリコール、エチレングリコール、および
匂いよりも揮発性でよい、比較し得る低分子量の一塩基性、二塩基性および多価アルコー
ルを含むが、これらに限定されるものではない。
【００６５】
　使用できる放出速度遅延剤の非限定的な例は、Ｃ８～Ｃ２０脂肪アルコールおよびエト
キシル化脂肪アルコール、例えばベヘニルアルコール、カプリルアルコール、セチルアル
コール、セタリルアルコール、デシルアルコール、ラウリルアルコール、イソ－セチルア
ルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコール、ステアリルアルコール、タロウ
アルコール、ステアレス－２、セテス－１、セテアルス－３、およびラウレス－２、Ｃ８

～Ｃ２０脂肪酸、例えばステアリン酸、カプリン酸、ベヘン酸、カプリル酸、ラウリン酸
、ミリスチン酸、牛脂脂肪酸、オレイン酸、パルミチン酸およびイソステアリン酸、炭化
水素、例えば鉱油、１－デセン二量体、ポリ－デセン、paraffir oetrolatumまたはイソ
パラフィン、ワックス、例えばミンクワックス、モンタンワックス、カルナウバワックス
、およびカンデリラワックス、合成ワックス、例えばシリコーンワックス、ポリエチレン
、およびポリプロピレン、油脂、例えばラノリン油、亜麻仁油、やし油、オリーブ油、メ
ンヘーデン油、ひまし油、大豆油、トール油、菜種油、パーム油、およびニートフット油
、脂肪酸のグリセリルエステル、ラノリン誘導体、例えば水素化ラノリン、オレイルラノ
ラート、ラノリンアミドＤＥＡ、および類似のラノリン誘導体、精油、例えばユーカリ油
、ペパーミント油、ローズ油、ちょうじ油、レモン油、パイン油、およびオレンジ油、フ
タル酸ジエチル、安息香酸ベンジル、プロピレングリコール、グリセリルトリアセタート
（トリアセチン）等を含むが、これらに限定されるものではない。
【００６６】
　実施態様では、匂い付き材料２０がマイクロカプセル封入されている。実施態様では、
マイクロカプセルは、直径が０．１マイクロメートル（μｍ）～５ｍｍである。マイクロ
カプセルは、匂い付き材料２０を取り囲むシェル（すなわち壁）を含む。実施態様では、
シェル材料は、特性、例えば凝集性、透過性、湿分収着、溶解性、安定性、透明性および
破裂方法を最適化するように選択される。実施態様では、シェルは、水溶性樹脂、例えば
ゼラチン、寒天、アルギン酸塩、アラビアゴム、デンプン、ポリオキシメチレン尿素、ポ
リビニルピロリドン、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチレンセルロース、メ
チルセルロース、アラビノガラクタン、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸、水に不
溶な樹脂、例えばエチルセルロース、ポリエチレン、ポリメタクリラート、ポリアミド（
ナイロン）、ポリ（エチレン－ビニルアセタート）、セルロースニトラート、シリコーン
、ポリ（ラクチド－コグリコライド）、尿素とアルデヒドの反応生成物を含むアミノプラ
スト高分子、ワックスまたは脂質、例えばパラフィン、カルナウバ、鯨ろう、みつろう、
ステアリン酸、ステアリルアルコール、グリセリルステアラート、または腸管被覆樹脂、
例えばセラック、フタル酸セルロースアセタートおよびゼインまたは他の好適な天然また
は合成高分子の少なくとも１種を含む。
【００６７】
　シェルの厚さは、匂い付き挿入物の製造、基材に対するマイクロカプセルの適用、包装
、貯蔵および手作業による取扱いの、一つ以上の際に破裂を最小限にするように設計され
る。シェルの厚さは、匂い付き挿入物１０の意図する使用による、摩滅、圧縮または貫通
力による破裂に対する強度を高める様に設計される。別の実施態様では、シェルの厚さは
、破裂方法、例えば機械的せん断、ｐＨ、温度（すなわち、融解または内部圧力による破
裂）または溶剤／薬品を加えた場合の溶解により最適化される。特定の実施態様では、マ
イクロカプセルは、約０．１～１００μｍ、例えば約０．４～３０μｍの平均シェル厚さ
を有する。
【００６８】
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　マイクロカプセルは、この分野で公知のマイクロカプセル封入方法により製造される。
物理的方法は、スプレー乾燥、スプレー冷却、回転ディスク微粒化、流動床被覆、静止ノ
ズル共押出、多オリフィス遠心方法、浸漬ノズル共押出、パン被覆、エア－サスペンショ
ン被覆、遠心押出または他の好適な方法を含む。化学的方法には、コアセルベーション相
分離、溶剤蒸発、溶剤抽出、界面重合、簡単な、または複雑なコアセルベーション、その
場における重合、リポソーム技術、ナノカプセル封入、マトリックス重合または他の好適
な方法が挙げられる。製造されたマイクロカプセルは、単核、多核またはマトリックス型
のマイクロカプセルでよい。あるいは、マイクロカプセルは、複数のシェルを有する単核
、またはマイクロカプセルのクラスターを形成することができる。マイクロカプセルは、
例えばマイクロカプセルの製造方法に関して、ここに参照により含める米国特許第５，１
３７，６４６号に記載されているように製造することができる。マイクロカプセルを形成
するのに、公知の市販マイクロカプセル封入技術を使用することができ、例えばオースト
ラリアのReed Pacific CompanyまたはフランスのEuracli Companyにより市販されている
。
【００６９】
　マイクロカプセル封入された匂い付き材料２０を基材に適用する方法には、匂い付き材
料２０とマイクロカプセルを一体的に形成すること、基材の含浸または表面にコーティン
グを堆積させることが挙げられる。実施態様では、印刷技術、例えば活版、ドライオフセ
ット、フレキソ印刷、インクジェット印刷およびスクリーン印刷を使用して、マイクロカ
プセルを表面上に印刷する。
【００７０】
　特定の実施態様では、マイクロカプセル封入された匂い付き材料２０を含む基材にコー
ティング２２を被覆し、包装、貯蔵および手作業による取り扱いの際に、マイクロカプセ
ルが早期に破裂するのを抑制する。実施態様では、コーティング２２は、高分子材料、例
えばポリウレタン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミド、ポリエステルまたはワ
ックスを含む。コーティング２２がマイクロカプセルのシェルである別の実施態様では、
コーティングが、既存のシェル層（複数可）および少なくとも一つの追加層の一方または
両方を含む。少なくとも一つの追加層は、例えば上記のシェル材料または上記の高分子コ
ーティング材料の少なくとも一つを含む。
【００７１】
　コーティング２２は、単一層、または多層フィルムのような多層として塗布することが
できる。コーティングは、どのような好適な手段、例えば押出コーティング、分散コーテ
ィング、浸漬コーティング、スプレーコーティングおよび樹脂含浸により塗布することが
できる。多層フィルムは、どのような好適な方法、例えばラミネーションまたは共押出に
より製造することができる。当業者に公知のように、異なる高分子材料は、異なる特性を
有する。従って、多層フィルムは、異なる高分子、例えば耐湿性高分子（例えばポリエチ
レン）および耐匂い性高分子（例えばナイロン、エチレンビニルアルコールまたはポリエ
ステル）を含むのが有利である。
【００７２】
　コーティングが少なくとも一つの追加層を含む実施態様では、その少なくとも一つの追
加層は、厚さが少なくとも０．１μmである。例えば、少なくとも一つの追加層は、厚さ
が０．１～５００μm、例えば厚さが約１～５０μmである。特定の実施態様では、少なく
とも一つの追加層は、開口部、例えばスリットまたは星形開口部で穴が開けられている。
特定の実施態様では、穴は、コーティングに力を加えて開き、残りの部分は閉じた星形で
ある。
【００７３】
　匂いは、先ずコーティング２２の一部を摩滅させて、少なくとも１個のマイクロカプセ
ルを露出させることにより、マイクロカプセルから放出される。連続して摩滅させること
により、少なくとも１個のマイクロカプセルが破裂し、匂いが放出される。別の実施態様
では、摩滅力の代わりに、圧縮力、貫通力、ｐＨ、温度（すなわち、内部圧による融解ま
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たは破裂）または溶剤薬品を加えた場合の溶解を包含する他の力／方法を使用できる。実
施態様では、コーティング２２の摩滅およびマイクロカプセルの破裂により、マイクロカ
プセルの一部が破裂するだけである。従って、時間と共に多くの場合に、コーティング２
２はさらに摩滅し、マイクロカプセルがさらに破裂し、さらなる匂いが放出される。
【００７４】
　匂い付き挿入物１０は、キャリア３０（図５～７に示す）の内側キャビティ３１の中に
配置される。例示する実施態様では、キャリア３０は、プレート状で、断面が全体的に円
形である。別の実施態様では、キャリア３０は、匂い付き挿入物１０を収容するのに好適
な内側キャビティを与える、他のどのような好適な形状でもよい。さらに他の実施態様で
は、キャリア３０が、動物訓練補助具、玩具または装置でよい。
【００７５】
　キャリア３０は、図７に示す動物訓練補助具、玩具または装置４０の一部を形成する。
この補助具、玩具または装置４０は、全体的にボールの形状であり、動物とのボールを使
用する活動用の独立型の玩具として使用できる。しかし、この補助具、玩具または装置４
０は、望ましいどのような形状にすることもできる。この補助具、玩具または装置４０の
形状は、この補助具、玩具または装置の最終用途によって決定され、この補助具、玩具ま
たは装置４０が、例えば特にリストバンドに取り付けるための補助具として使用される場
合、補助具４０は、小型で、円形の、薄型の容器の形態でよい。
【００７６】
　動物訓練補助具、玩具または装置４０は、匂い付き挿入物１０を、キャリア３０の内側
キャビティに導入する、またはそこから取り出せるように、互いに分離することができる
複数のハウジング部分４２、４４を含む。図７に示す実施態様では、動物訓練補助具、玩
具または装置４０は、２つの実質的に半球形のハウジング部分４２および４４を含む。補
助具、玩具または装置４０は、匂い付き挿入物１０を不活性状態から活性状態に活性化す
るためのアクチベーター４６（図７に示す）も含み、アクチベーター４６は、ハウジング
４２、４４の外側表面から操作することができる。動物訓練補助具、玩具または装置４０
を組み立てたときに、キャリア３０の内側キャビティ３１は、ハウジング部分４２、４４
上の２つの内側表面間に閉じ込められる。キャリア３０は、２つのハウジング部分４２お
よび４４の間に位置する。少なくとも１個の通気口が内側キャビティ３１および補助具、
玩具または装置４０外側に開いており、匂い付き挿入物の匂いを、内側キャビティ３１か
ら補助具、玩具または装置４０の外側に通過させる。
【００７７】
　使用の際、匂い付き挿入物１０を、内側キャビティ３１中に、かつ２つのハウジング部
分４２および４４の間に配置する。マイクロカプセル封入された匂い付き材料２０は、コ
ーティング２２により、マイクロカプセルの破裂による放出が妨げられており、コーティ
ング２２は、コーティング２２の少なくとも一部を除去することにより、匂い付き挿入物
１０が活性化されるまで、匂いの放出を妨げる。匂い付き挿入物１０は、例示する実施態
様では、ハウジング部分４２、４４の少なくとも一方から突き出た１つ以上のリブ４８（
図７に示す）の形態にあるアクチベーター４６により活性化される。補助具、玩具または
装置４０を組立てたとき、リブ（複数可）４８が、匂い付き挿入物１０の少なくとも一表
面と接触し、ハウジング部分の一方４２の、他方４４に対する回転により、リブ（複数可
）４８が、匂い付き挿入物１０の表面を摩滅し、その上にあるコーティング２２の少なく
とも一部を除去し、それによって匂い付き挿入物１０を活性化させるので、匂いが匂い付
き挿入物１０から放出される。
【００７８】
　有利なことに、匂い付き挿入物１０は、リストバンド、リード、玩具等の装置における
キャリア３０に使用できる。これらの実施態様は、一連の訓練補助具（例えばリストバン
ドまたはリード）および／または玩具（骨または玩具動物）に単一のハウジングを取り付
ける、またはそれらから取り外すことができる、モジュール機構を与える。実施態様では
、補助具、玩具または装置４０は、基材または装置、例えばより大きな玩具または訓練補
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助具に取り付けることができる。従って、装置は、全体的に骨の形状でよい。この状況下
では、図７に示す補助具、玩具または装置４０は、中央の細長い部分の末端に取り付け、
匂い付き骨の形態にある訓練補助具、玩具または装置を形成することができる。
【００７９】
　匂い付き材料のマイクロカプセル封入には、匂い付き材料の経時的な劣化を防止または
抑制し、匂い付き材料を摩滅に応答して放出し、さらなる摩滅に応答して、さらに匂い付
き材料を放出する利点がある。従って、匂い付き挿入物は、匂い付き材料の有効性損失を
最小限に抑えて貯蔵することができる。さらに、匂い付き挿入物を含む補助具、玩具また
は装置に対する動物の興味は、匂い付き挿入物のさらなる部分を摩滅し、さらに匂い付き
材料を放出することにより、更新される。
【００８０】
　匂い付き挿入物をコーティングすることは、匂い付き挿入物の包装、輸送および手作業
による取扱いの際に、破裂からマイクロカプセルを保護するという利点がある。従って、
匂い付き材料２０は、匂い付き挿入物上のコーティングが無傷である場合、補助具、玩具
または装置のキャリア中に新しい匂い付き挿入物を挿入する使用者の手を汚さない。
【００８１】
　当業者にとって明らかなように、本開示は、記載されている特別な用途への使用に制限
されない。本開示は、ここに記載する、または図に示す特別な要素および／または特徴に
関して、その好ましい実施態様にも限定されない。本開示は、開示されている実施態様（
複数可）に限定されず、記載されている、および下記の請求項により限定される開示の範
囲から逸脱することなく、数多くの再配置、修正および置き換えが可能である。
【００８２】
　明細書およびそれに続く請求項全体を通して、文脈が他のことを必要としない限り、用
語「含む」および「包含する」および変形、例えば「含むこと」および「包含すること」
は、記載する内容または内容群を含むことを意味するが、他の内容または内容群を排除し
ない。
【００８３】
　本明細書における先行技術の参照は、そのような先行技術が、共通の一般的な知識の一
部を形成するという示唆の形態を認めるものではなく、認めると解釈してはならない。
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